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国内メルカリ事業が安定。その他は赤字

出典：決算短信、決算説明資料より作成
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✔フリマアプリ メルカリ
✔BtoC、メルカリハロも

✔メルペイ、メルカード、
✔新規サービス投資強化

✔米国が主要ターゲット
✔目先赤字は縮小



米国メルカリ：取引量の減少が起きている

出典：決算説明資料より作成

コロナ禍で取引量増化
その後は右肩下がり

取引増大に向けた
広告宣伝などが

利益を圧迫してしまう

大規模
リストラ

広告宣伝
縮小

客観的に見れば
事業縮小のフェーズか？



米国は日本に比べ競争が激しい



国内メルカリ：基本的には好調

出典：決算説明資料より作成

コロナ禍で取引量増
安定して利益を
稼いでいる



出典：決算説明資料より作成

国内メルカリの課題は流通量成長率の維持

メルカリの目標
10%の成長率を
維持できるか？

メルカリの売上

売買成立時の
10%の手数料

いかに流通量を増加させ
取引を活性化させるか?
✔越境取引拡大

✔BtoCでリユースや
アウトレット強化

5%



Fintech：黒字化へ売上増加

定額払い (リボ払い )

カード融資  
スマートマネー

残高増加

順調に収益
基盤を確立



メルカリの課題と 25年6月期決算の状況

出典：決算説明資料より作成

25年6月期1Q
増収減益

GMV前年比同期比
16%減少 赤字拡大
山田氏  現地CEOへ

米国メルカリ

GMV成長率は5%
MAU減少

メルカリハロで減益

国内メルカリ

リボ払い残高増加

事業間取引考慮せず
通期黒字化達成へ

フィンテック

いかにMercari(US)を黒字化するか
あるいは事業縮小するか

いかに国内取引量の成長鈍化を
打開し成長率10%を維持するか

課題1 課題2



25年6月期は過去最高業績を達成する見込み

出典：決算短信、決算説明資料より作成

米国 /金融へ投資増

コロナ禍で
取引量拡大

創業来初の黒字

コスト削減
利益拡大


